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平成23年度活動予定
第5回ホームカミングデーを開催します。
松江キャパスは10月8日（土），出雲キャンパスは10月15日（土）に
開催します。詳細な内容は，今後決定していくこととしていますが，
例年，歓迎式典，特別講演会，演奏会，各学部同窓会の企画，キャン
パスツアー，大学グッズ等の販売などを行っています。
また，当日は松江キャンパスにおいて大学祭(10月7日～10日)，出
雲キャンパス（10月15日・16日）も実施されていますので，ぜひお
越しいただきお楽しみください。

　島根大学同窓会連合会が設立されてから満５年，一つの節目を越えました。

　この間，島根大学と共催で開催する連合会最大の行事「ホームカミングデー」や機関誌の発行，

ホームページの運用によるＰＲ，島根大学支援基金の募金への取組みなどの活動を通じ連合会活

動の基盤が固まりつつあると感じているところであります。

　これもひとえに，島根大学及び各学部等の同窓会のご協力，そして同窓会員の皆様のご理解と

ご支援の賜であり，深く感謝しております。

　国立大学は，平成１６年４月に法人化され，自律的な環境の下で大学をより活性化し，優れた教育や特色ある研究の推

進，社会貢献活動の充実などに積極的に取り組み，より個性豊かな魅力ある大学を目指して改革が進められております。

　母校島根大学に於いても，「学生満足度」，「地域貢献」をキーワードとして「地方国立大学ナンバーワン」を目指して改

革が進められており，これからが真価を発揮するための重要な時期であります。

　同窓会連合会といたしましては，このような状況を踏まえ，同窓会の絆を礎に各学部等の同窓会と一体となって母校島根

大学の発展と存在価値の向上のために貢献して参りたいと考えております。

　会員の皆様の同窓会活動へのご理解とご協力，積極的なご参加をお願い致します。

島根大学同窓会連合会会長　江口博晴

第4回ホームカミングデーを開催
　松江キャンパスでは，10月9日（土）に大学祭（淞風祭）に併せ，平成22年度

ホームカミングデー歓迎式典及び本学出身で歌手の浜田真理子さんによる特

別講演会を開催しました。当日は，約200名の同窓生，一般の方々を迎え，本

学出身のソプラノ歌手狩野麻実さんの演奏会を皮切りに山本学長，江口同窓会

連合会長の挨拶，そして全国で広く音楽活動をされている浜田真理子さんによ

るお話がありました。 

　在学中の想い出や現在取り組まれている活動など，浜田さんの感性溢れる講

演に聴き入り，最後には歌の披露もありました。 

　昨年度に綺麗に改修された懐かしい旧100番教室での式典，そして卒業生の現在の華

やかな活躍ぶりに触れ，懐かしい想いと共に母校への愛着を新たにした一時でした。 

　出雲キャンパスでは，10月17日（日）大学祭（くえびこ祭）に併せ，平成22年度ホームカ

ミングデー講演会（出雲キャンパス）を開催し，市民を含む約40名の参加がありました。 

　山本学長，佐藤利昭医学科同窓会会長の挨拶に続き，紫藤医学部長から「島根大学医学

部の現状について」，小林病院長から「附属病院の将来構想について」，内田看護学科長

から「看護学科の将来構想について」と題してそれぞれ講演があり，参加者は医学部の現

状や今後の取組みについて熱心に耳を傾けていました。 

　講演会の後，参加者はクリニカルスキルアップセンター，病院病理部，院内うさぎ保育所の施設見学を行い，高機能

患者シミュレータを用いた実践教育や病理バーチャルスライドシステムを使った組織教育，教職員の働きやすい職場

環境作りの一環として設置した院内保育所等の説明を受けるなど有意義な一日でした。 

浜田真理子さんによる特別講演会

狩野麻実さんの演奏会

活動状況

●役員会
　平成24年3月
●第5回ホームカミングデー
　〔松江キャンパス〕10月8日（土）

※大学祭は10月7日（金）～10日（月）

　〔出雲キャンパス〕10月15日（土）
※大学祭は10月15日（土）・16日（日）

●機関誌第6号の発行
　平成24年3月
●学部同窓会への支援
　ホームページの構築及び運用管理など
●卒業生による「先輩授業」の実施
●生涯メールアドレスサービスの実施
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出雲大社から医学部附属病院へ檜皮炭の寄贈がありました。
　60年に一度の遷宮「平成の大遷宮」中の出雲大社から医学部附属病院へ，摂社の

一つ，「天前社（あまさきのやしろ）」の屋根を覆っていた檜皮（ひわだ）を加工した炭

3,130袋の寄贈がありました。

　12月14日に出雲大社で山本廣基学長と小林祥泰病院長が，千家尊祐宮司から目

録及び出雲大社の神紋が描かれた檜皮炭袋を受取り，感謝状を贈呈しました。

　出雲大社は縁結びの神様として有名な大国主命が祭られていますが，神話におい

て白ウサギを助けた「医薬の神」でもあります。また，この度古い屋根を檜皮炭として

寄贈いただいた本殿東隣の天前社には大やけどを負った大国主命の治療と看護を

行ったとされる「看護の神」・蚶貝比売命（きさがいひめのみこと）と蛤貝比売命（うむ

がいひめみこと）が祭られています。

　再開発中の医学部附属病院では，この檜皮炭を，防カビや防臭，調湿剤として拝領

し，平成23年6月完成予定の新病棟の緩和ケア病室や女性専用病室など合計34病室の天井裏に敷き詰め，炭の持つ調湿作用等に加えて各

病室に出雲大社の医薬と看護の神のご加護があることを祈念して，この貴重な檜皮炭を使わせていただきます。

　なお，平成23年度より，松江キャンパス及び出雲キャンパスにおいて，より多くの皆さまにご覧いただけるように展示いたします。

「サイエンス・アカデミー  2010年度スペシャルレクチャー」が開催されました！
　教育学部附属学校園「サイエンス・アカデミー」が12月11日（土）に開催されました。

　「サイエンス・アカデミー」は平成20年度より開講した親子参加型科学講座で，今回はスペシャルレクチャーとして開催されました。

    テーマを「宇宙服の科学」とし，宇宙航空研究開発機構（JAXA）で宇宙服の開発に携わっておられる開発員の 増田 勇野 氏を

講師にお招きし，同氏の研究，宇宙の科学及び先端技術についてわかりやすくお話いただきました。

  子ども達からは「おもしろかった。宇宙に行ってみたいと思った。」「宇宙

技術がわたしたちの生活とも関わりがあることに驚きました。」という感

想が聞かれ，また，参加した保護者からは「JAXAの方のお話がうまく，

子ども達が集中して取り組めました。」「家族で同じ講座に参加すること

で，家庭の中でも宇宙や科学について話すきっかけとなり参加して良か

った。」という声が聞かれました。

　実際に宇宙服を手に取りながら取り組むことで，非日常ととらえがち

な宇宙技術の開発・研究が，日常生活とも関わりがあることを学びまし

た。

島根大学旧奥谷宿舎で留学生によるトークイベントを開催
　島根大学ミュージアムは，島根大学国際交流センターの協力を得て，平成22年9月11日（土）～9月26日（日），企画展示「いろい

ろな国の昔話を体験しよう」｠を開催しました。会期中は，島根大学で学んでいるインド，ケニア，ベトナム，中国，韓国の留学生が母

国の昔話を語ったり，文化や歴史を紹介したりするトークイベントも開催しました。

　留学生によるトークイベントでは，地域の方々や小学生・大学

生などが参加し，気軽に色々な質問をしたり，歌を歌ったり，語

学講座を開いたりと，大変楽しい，有意義な時間になりました。

　「島根大学憲章」第4条には，「アジアをはじめとする諸外国と

の交流の推進｠」がうたわれています。また，会場となった島根

大学旧奥谷宿舎は，かつて旧制松江高校や島根大学の外国人

教師が暮らし，国際交流の舞台になった場所です。このような

観点からも，今回のような「草の根国際交流」ができたことは，

本学にとって，また地域の方々や留学生にとって大変意義深い

ことでした。

「島根大学環境報告書2010」は
第14回環境報告書賞の公共部門賞を受賞しました
　この賞は，東洋経済新報社及びグリーンポーティングフォーラムが共催し，環境

報告書の普及とＣＳＲ（企業の社会的責任）の向上を願い，創設された制度です。こ

の中でも，公共部門賞は特別企画として第10回から開始され，現在は常設賞とな

っています。

　今回の受賞は，「ほぼ全ての取り組みについて，PDCAの観点から明確に開示して

いる点」が高く評価されたことによるものです。本年度から取り入れた掲載方法で

したが，良い評価を得たことで，今後への励みとなりました。

なお，2月24日に東京都内で表彰式があり，松江キャンパス環境管理責任者である

宅和　曉男理事が代表として出席し，表彰状

及び副賞を受賞しました。

　本学の環境報告書は，公表当初より，Webでのみ掲載しております。引き続き，より良い環境報告書に

よる公表を目指していきますので，是非この機会に，一度ご覧ください。

■島根大学環境報告書Web掲載場所
http://www.shimane-u.ac.jp/iso14001/index.php?option=com_content&task=view&id=
4&Itemid=5

正門入って左手の本部事務局棟横に設置されていますので，
多くの皆さまにご覧いただければ幸いです。 

贈呈式の様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

旧制松江高等学校寮歌「青春の歌」石碑が
綺麗になりました 
　本学構内に設置されている旧制松高の記念碑周辺が整備さ

れ，綺麗になりました。石碑前面のみならず裏面も楽しんでいた

だけるよう，裏側に回り易いように工夫した飛び石，そして，美し

く剪定した庭木類，また，枯山水風の池は，防草シートを設置し

たうえに洗浄した石を設置し直すなど，10月9日に開催されるホ

ームカミングデーに備えて，気配りの行きとどいた整備となりま

した。また，ＩＳＯ14001を取得するなど環境関連事業に力を入

れる本学にふさわしく，環境に優しい真砂土を使用するなど，環

境面からも配慮されています。 

　

女性のための「防犯ハンドブック」が完成
県警本部長を表敬訪問，ハンドブックを披露
　1月19日，女性の防犯意識を高めるために作成された「防犯ハンドブック」

を披露するため，作成に携わった，松江地区学生ボランティアネットワーク

で活動する島根大学生が，高瀬隆之島根県警本部長を表敬訪問し，完成し

たハンドブックを披露しました。

　携帯性に優れた「ミウラ折り」を採用し，豊富な情報が女性が読みやすい

よう，分かりやすくまとめられたハンドブックの内容に，高瀬本部長も大き

な関心を示されました。

　披露後は女性の防犯講座DVDの鑑賞しながら，活発な意見交換もおこ

なわれました。

 

神紋入りの檜皮炭袋 新病棟病室天井への敷設作業　　　 

表彰状，副賞のトロフィーと共に記念撮影　　　　　　　　　　　　　　　　　

左手前が「天前社」・右奥は本殿




